




















１　評価対象施設

２　利用状況（目標と実績）
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３　指定管理業務にかかる収支状況
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補足説明

・事業費は、該当年度及び過年度決算を記入する。また、右欄には、次年度予算を記載する。
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施設設置目的

主な実施事業

本市における文化の振興と交流の場を市民に提供し、市民の自主的な文化活動の展開
によって市民文化の向上を図ることを目的として赤穂市文化会館を設置する。
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令和４年度　指定管理者管理運営事業評価シート

赤穂市文化会館

兵庫県赤穂市中広８６４番地

指定期間

評価実施年

開始日

終了日

令和3年4月1日

令和6年3月31日

選定方法 指定期間３年のうち２年目

（公財）赤穂市文化とみどり財団

赤穂市中広８６４番地

非公募

公の施設の名称

所在地

指定管理者
団体名



４　事業評価

評価区分 評価項目 自己評価 所管評価

①
サ
ー

ビ
ス
の
履
行

人員体制

事業計画に即し、人員を過不足なく配置している。 Ｂ Ｂ

必要な資格、経験を有する人員が確保されている。 Ｂ Ｂ

事業計画に即し、計画的に研修等を実施している。 Ｂ Ｂ

第三者への委託
外部委託の内容は、事前に市の承認を受けており適切である。 Ｂ Ｂ

外部委託業者に対して協定書等を遵守している。 Ａ Ａ

法令遵守等 法令、条例等に基づき、必要な点検、報告等を行っている。 Ａ Ａ

個人情報保護
個人情報保護に関する法令を遵守している。 Ａ Ａ

個人情報の漏洩、滅失等の事故防止対策を講じている。 Ｂ Ｂ

情報公開
情報公開に関する法令や条例に準拠した運用がなされている。 Ｂ Ｂ

協定書等に従い、情報を適切に管理し、公表している。 Ｂ Ｂ

管理記録
業務日誌等を適切に整備、保管している。 Ａ Ａ

点検、修繕等の履歴が適切に記録、保管されている。 Ａ Ａ

連絡調整
協定書等に従い、各種報告書を市に提出している。 Ｂ Ｂ

市、関係団体等との連絡調整を適切に行い、情報の共有が図れている。 Ｂ Ｂ

緊急対応

事故、災害等の緊急時の連絡体制が整備されている。 Ａ Ａ

緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練を行っている。 Ｂ Ｂ

緊急時又は危険予測時、直ちに措置を講じ、市に報告を行っている。 Ｂ Ｂ

財務状況 指定管理者の財務状況は、業務の継続が可能な状態である。 Ｂ Ｂ

総　括 ①サービスの履行に関する評価 Ｂ Ｂ

②
サ
ー

ビ
ス
の
質

施設管理
協定書等に従い、開館日、閉館時間等を遵守している。 Ａ Ａ

事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じている。 Ａ Ａ

利用者対応

利用許可、利用料金の徴収、減免、還付等の受付業務を適切に行っている。 Ａ Ａ

利用者に対して設備、備品等を適切に提供している。 Ａ Ａ

言葉使い、態度、服装等接遇が適切である。 Ａ Ａ

事業運営

事業計画に即し、必須事業を実施している。 Ｂ Ｂ

施設の目的に沿った自主事業を実施している。 Ｂ Ｂ

事業内容がサービス水準の向上に寄与している。 Ｂ Ｂ

維持管理

仕様書等に従い、維持管理を適切に行っている。 Ａ Ａ

仕様書等に従い、設備の保守管理を行っている。 Ａ Ａ

備品台帳に基づき、備品を適切に管理している。 Ａ Ａ

協定書等に従い、適切に修繕を行っている。 Ａ Ａ

利用状況 利用者数、稼働率等は、目標に対し妥当な水準である。 Ｂ C

総　括 ②サービスの質に関する評価 Ｂ Ｂ

環境配慮 省エネルギー、省資源等環境への配慮がなされている。 Ａ Ａ

広報活動 事業の開催案内、ホームページの管理等を適切に行っている。 Ｂ Ｂ

苦情等対応
要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応している。 Ｂ Ｂ

要望、苦情等を整理し、遅延なく市に報告している。 Ｂ Ｂ

事業評価
利用者アンケート調査を実施し、その結果を利用者等に公表している。 Ｂ Ｂ

利用者の利便性向上を図るため、自己評価を実施し、利用者等に公表している。 Ｂ Ｂ

提案事項 指定管理者の提案事項については、市と協議し、提案のとおり実施している。 Ｂ Ｂ

③
安
定
性

経理事務 専用の口座等を備え適切に経理事務を行っている。 Ａ Ａ

予算執行 収支予算書の範囲内で適正に予算を執行している。 Ａ Ａ

経費縮減 経費が縮減され、又は縮減に向けた努力を行っている。 Ａ Ａ

収支状況 収支予算書と比較して、収支状況は妥当である。 Ａ Ａ

総　括 ③安定性に関する評価 Ａ Ａ



※評価基準

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ 要改善

優良、要改善以外の評価

評価項目の評価の内、Cが１割以上含まれる。

自己評価、所管評価の「総括」にCが含まれず、かつAが過半数以上ある。

優良、要改善以外の評価

自己評価、所管評価の「総括」にCが２つ以上含まれる。

自己評価・所管評価 協定書、仕様書、事業計画書等を遵守し、要求水準より優れている。

協定書等を遵守し、要求水準を概ね満たしている。

協定書等に定める要求水準を下まわっており、改善が必要と認められる。

評価項目の評価が全てB以上であり、かつAが過半数である。

優良

良好

要改善

優良総　　　　括

総合評価

良好

要改善

優良

良好

総合評価 BB前年評価

　当館は、高名な演奏家から高く評価されている音響効果のよい大ホールを有し、クラシックから歌舞伎など
の演劇まで幅広いジャンルのイベントを実施してきた。
　今年度、感染症の影響が残る中、開館30周年記念事業「ケルン・ギュルツェニヒ管弦楽団赤穂公演」のクラ
シックをはじめ、「手嶌葵コンサート」「吹奏楽・金管バンドの祭典」「宝くじ文化公演 森麻季＆横山幸雄 名曲コ
ンサート」「神戸新開地 喜楽館 赤穂名人寄席」「県立ピッコロ劇団 おはなしBOX」など、市民文化の振興と交
流の場を提供してきた。入場者から「生の音楽に触れることができ大変満足」「できるだけ多くの公演を開催し
てほしい」という感想が寄せられた。
　コロナ禍による出控えの風潮もある中、入場者数では前年比8,800人あまりの増加となった。しかし、コロナ
禍前との比較では44,000人余りの減であり回復には至っていない。
　年度末には「マスク着用は個人の判断による」決定がなされたが、市民交流の場である当館は、不特定多
数の方々が利用するという特性から「手指消毒・検温・三密の回避」に加え、「マスク着用を推奨」を継続して
きた。
　施設面では経年劣化による修繕箇所が増え、不具合が生じた箇所から修繕を優先せざるを得ない状況と
なっている。今後は利用者の低下を招かないよう、計画的な修繕に迫られている。箇所としては、大ホール楽
屋、トイレ、ホワイエでの雨水漏れ、理事長室のエアコン故障等となっている。
　今後も、利用者の増加を図るため、従来の市広報紙や文化情報「赤穂」、新聞などのマスメディアをはじめ、
フェイスブックなどSNSを活用するとともに、各種団体や事業所へのポスター・チラシ等の拡大を図っていきた
い。

　適切な施設管理に努め、本市の社会教育、文化・芸術活動の拠点としての役割を果た
している。
　新型コロナウイルス感染症の影響が残る中、兵庫県の対処方針に則り、適切な運用を
行うことができた。
　新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが変更されるが、引き続き感染
症対策を講じ、広報やSNSを活用した積極的な情報発信に努め、利用者増への取り組
みの充実を図られたい。
　また、利用者の安全確保に努め、貸館業務による交流の場の提供や幅広いジャンル
のイベントの企画運営等、市民文化の向上に向けた取り組みに努められたい。

【所管評価】

【自己評価】

所見
（成果、課題等）


